Trip to Hiraizumi by 土屋 博映
平泉への旅



































































































































































































平泉 松島 象潟 序章 旅立 立石寺
―１７２―
白川の関 一振（市振） 大垣 尾花沢 等外 尿前の関 最上川
次に「名句」も僕の独断と偏見で選んでみた。
二、名句ベスト１０
夏草や兵どもが夢の跡（平泉）
閑さや岩にしみ入蝉の声（立石寺）
荒海や佐渡によこたふ天河（越後路）
	五月雨の降のこしてや光堂（平泉）

五月雨をあつめて早し最上川（最上川）
象潟や雨に西施がねぶの花（象潟）
行く春や鳥啼魚の目は泪（旅立）
蛤のふたみにわかれ行秋ぞ（大垣）
一家に遊女もねたり萩と月（一振）
暑き日を海に入れたり最上川（最上川）
等外
蚤虱馬の尿する枕もと（尿前の関）
行く行くは誰が肌ふれむ紅粉の花（尾花沢・選外）
曽良
卯の花をかざしに関の晴着かな（白川の関・曽良）
行き行きてたふれ伏とも萩の原（山中・曽良）
次に、最後講義のまとめを前文そのまま掲げる。前述の解説と重複する部分もある。
三、平泉現地研修
１２世紀の１００年間、仏教都市・国際都市（北緯３９度に位置し、南は北緯３７度、北は北緯４１度ま
で、地球の４度分の勢力をもった）として栄え、そして時代を駆け抜け、滅びて行った平泉国の
価値を再認識しよう。清衡の偉大さ、そしてそれを受け継いだ基衡・秀衡のすぐれ者。そこに絡
んだ悲劇のヒーロー義経。奥大道により、南北の陸のルート、北上川・最上川により、東西の水
のルート。経済的にも京都をはるかにしのぐ国だった。日本の古きよきものを持ち続け、仏教に
よる平和を願った藤原三代、平泉は、一つの仏教国として、日本史に燦然と輝くものだった。マ
ルコポーロはまさに「金色堂」から「黄金の国ジパング」と記したのだ。
芭蕉は単に義経に対し「夏草や兵どもが夢の跡」とよんだのではない。背景にある平泉国の盛
衰、そこに見る人生の無常に対し、感涙したのだ。義経は泪の契機であり、あふれだしたのは藤
原三代の盛衰である。名句は人間のはかなさにいい知れぬあわれさを感じてよんだものだ。芭蕉
の人生はまさに浮き沈み。義経と藤原三代に、人間としての自分を重ね合わせてもいる。
「おくのほそ道」という題は「奥大道」を意識していたとも考えられる。
※今度は是非高館で腰をおろし、眼下の北上川と平泉をじっくり味わってください。
８、後記
僕はかねてから野口雨情の大ファンで、舟木和夫演じる「野口雨情」を見にいったこともある。
「シャボン玉」「赤い靴」をはじめ、その魅力は大変なものだ。Yさんにそれを伝えると、「うち
の研修センター長は雨情の孫です」ということで大変驚き、大変感激したものだ。そのセンター
長「野口不二子さん」は大変多忙な方。その中、一度だけ無理にお願いして時間を作っていただ
―１７３―
いた。雨情の生家、記念館、「波浮の港」の発想のもととなった港など案内していただいた。大
地震の時、ちょうど生家にいたので、津波を予想し、雨情の重要資料を背負い、一人で、丘の上
まで何度も往復し、守ったという。津波は雨情の生家の畳までおしよせた。不二子さんの機転で
雨情の資料は守られたのである。その後、担当者を含めて懇親会を開かせていただいた。雨情の
さまざまなエピソードを雨情のお孫さんから直接耳に出来るなど、望外の光栄であった。
雨情の人柄は「波浮の港」の詩の逸話からもうかがえる。雨情の生家の近くには前述の「鵜の
岬」があるように「鵜」がいるのだが、実際の「波浮の港」には「鵜」は生息しない。また「夕
焼け小焼け」とあるが、実際の「波浮の港」からは「夕焼け」は見られない。その点をつかれる
と、「いやー想像で書いたもんでやんすから、間違ってしまったでやんす、申し訳ないことをし
たでやんす」とか頭をかきかきこたえたそうな。
機会があれば、また十王に、鵜の岬国民宿舎に泊まりたい。そしてセンター長はじめ市職員の
みなさん、そして受講生のみなさんにあいたいと心より思う。そして、あのお弁当こそ、心より
再度食したいと思う。
十王のみなさん、お元気で、また会いましょう。つっちーより愛をこめて。
ごきげんよう。
―１７４―
